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事
務
局
だ

よ
り

昭
和
四
五
年
度
諸
官
庁
海
外
協
力
予
算
抜
粋

東
南
ア
ジ
ア
関
係
団
体
名
簿

日

本

貿

易

振

興

会
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R
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ア

ジ

ア

経

済

研

究

所

海

外

技

術

協

力

事

業

団

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、

゜
N

フ
ィ
リ

ビ゚
ン
に
お
け
る
米
の
自
給
維
持
困
難
匠

イ
ン
ド
の
食
糧
生

産

、．

怠

(
O
T
C
A
)
 ..
..
 

海
外
協
力
関
係
団
体
の
紹
介

．，

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
促
進
協
会
発
足
：20

一
億
ト
ン
匠
到
達
か

タ
イ

国
中
央
平
野
部
で
小
作
炭
増
加

―
―
井
グ
ル

ー
プ

B

I

M

A

S

匠
参
加

も

•ー
r
i
\

く

じ

カ

ン

ポ

ジ

ア

の

ト

ウ

モ

ロ

コ

シ

開

発
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実
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昭
三
八

昭
和
四
ニ
ー
四
三

昭
四
三

昭
四
昭
四

昭
三
六

産
は

（
通
産
省
）

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
開
発
訴
査
団
（
淡
林
省
）

ト
ウ
モ
ロ
コ
ジ
曲
発
協
力
実
施
調
査
団

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
院
発
協
力
試
験
農
場
実
施
調
査
団

一
次
産
品
問
題
調
杏
団

メ
イ
ズ
駒
発
計
画
調
査
団

こ
れ
匠
応
え
て

、

い
へ
ん
熱
意
を
示
し
て
わ
が
国
の
協
力
を
要
請
し
た
。

最
近
で
は
、 ． 
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

、

一
六
万
五
千
ト
ン
で

、

ク
ラ
チ
ェ
陀
栽
培
が
集
中
し
て
い
る
。

ン
河
岸
の
四
州
、
す
な
わ
ち
カ
ン
ダ
ル

、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培

vC
は
肥
沃
な
土
地
が
必
要
で

、

ポ
ジ
ア
の
ば
あ
い
を
注
意
ぷ
か
く
見
守
り

、

ケ

ー

ス
と
い
う
意
味
で
カ
ン
ポ
ジ
ア
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
開
発
を
と
り
あ
げ
て
み

—
ー

民
間
資
本
協
力
と

政
府
技
術
協

力
と

の
結
び
つ
き

民
間
協
力
と
政
府
協
力
、

政
府
ペ
ー
ス
の
協
力

斜
陽
化
し
つ
つ
あ
り

、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
輸
出
に
向
け
ら
れ
て
い
る

。

生

カ
ン
ポ
ジ
ア
で
は
メ
コ

資
本
協
力
と
技
術
協
力
と
の
結
び
つ
き
の
最
初
の

た
。
今
後
こ
の
種
の
ケ

ー

ス
が
増
加
す
る
こ
と
は
間
ち
が
い
な
い
の
で

、

一
次
産
品
買
付
調
査
団

育
て
た
い
も
の
で
あ
る
。

ブ
レ
イ
ペ
ン

、

作
付
け
は
約
一

入
れ
し
て
一
大
瑠
産
を
期
待
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、

（
通
産
省
）

(
O
T
C
A
)
 

カ
ン
ポ
ジ
ア
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
開
発

カ
ン

コ
ン
ボ
ン
チ
ャ
ム

、

一
万
ヘ
ク
ク
ー
ル

、

年
々
波
少
の
一
途
を
た
ど
つ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。 ． 
こ
れ
妬
テ
コ

カ
ン
ポ
ジ
ア
政
府
も
た

昭
和
三
六
年
以
来
数
次
の
詣
査
団
が
派
遣
さ
れ
た
。

(
O
T
C
A
)
 

(
O
T
C
A
)
 

‘ ＇ 
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し

5
 
2. 

徳

永
か
く
て
、
試
験
痰
場
と
し
て
首
都
フ
ノ
ン
ペ
ン
東
南
二
三
に
地
点
の

D

E

I

勝
屋
枷
三

（
土
°
肥
）

森

田

正

消

（

自

営

）

れ
た
。

茨
城
県
燐
業
試
駿
垢

元
遺
伝
研
究
所

、

元
南
米
糖
業
掬

博
（
流
通

0
普
及
）

ま
た
発
送
し
た
資
機
材
の
受
入
れ
も
完
了
し
た

。

及
事
菜
か
よ
う
や
く
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
普
及
地
城
か
ら
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
収
貿
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

民
間
協
力

S
O
C
O
D

A
C

一
方

、
昭
和
四

0
年
五
月
二

0
日
、

坂
本
治
彦

阿
部
幹
夫

山
本
鉄
司

（
育
種
）

（
栽
埓
）

（
団
長
）

|

E

T

H
が
選
定
さ
れ

、

カ
ン
ポ
ジ
ア
経
済
協
力
株
式
会
社

(

S

そ
し
て

、

元
通
産
省
O

T

C

A

参
事

コ
ロ
ン
ポ
。
フ
ラ
ン
専
門
家

（
東

。ハ
キ
ス
ク
ン
）

O

T

C

A

嘱
託

北
悔
道
燐

賦
作
物
第

一
部 作
物
部
長

試
験
研
究
ゃ
普

左
記
六
名
の
専
門
家
が
四
四
年
四
月
現
地
忙
派
遣
さ

派
遣
す
る
と
と
も
に

、
必
要
と
み
と
め
る
機
材
を
供
与
す
る

。

こ
の
た
め
日
本
国
政
府

は
コ
ロ
ン
ポ
。
フ
ラ
ン
に
よ
り
日
本
人
専
門
家
を

決
定
さ
れ
た
協
力
計
画
の
大
綱
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ポ
ジ
ア
人
技
術
者
の
養
成

、

両
国
政
府
間
妬
調
印
さ
れ
た
交
換
公
文
匠
よ
り

カ
ン
ポ
ジ
ア
に
お
け
る
栽
培
技
術
の
改
良
お
よ
び
普
及

、

な
ら
び
に
カ
ン

カ
ン
ポ
ジ
ア
に
お
け
ろ
ト
ウ
モ
ロ
コ
ジ
の
流
通
手
段
の
改
良
、

適
品
種
の
選
定
、
耕
種
基
準
の
確
立
の
た
め

の
試
験
研
究
、

t

カ

ン

ポ

ジ

ア

王

国

政

府

が

設

立

す

る

試

験

農

祝

陀

お

け

る

ト

ウ

モ

ロ

コ

シ

昭
和
四
三
年
十
一
月
二
日

、

． 

． 
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4

カ
ン
ポ
ジ
ア
雌
産
物
の
収
買

、
処
理

、

2. ー

カ
ン
ポ
ジ
ア
浴
金
の
五
一
％
中
、

そ
の
性
格
は
官
の
性
格
の
つ
よ
い
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
採
種
圃
の
設
立

、
経
営
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
主
と
す
る
一
年
生
ま
た
は
多
年
生
熱
帯
煤
産
物
の
栽
培

閑
酪
お
よ
び
土
何
の
改
良

、

の
売
却
、

5

熱
帝
．
煤
産
物
生
産
の
た
め
の
カ
ン
ポ
ジ
ア
国
内
に
お
け
る
土
地
の
整
地
、

そ
の
事
業
目
的
は
次
の
と
お
り
。

て
い
る
か
ら

て
も
、

九
％
、

一
日
、

加
工

、
嘩
送
お
よ
び
こ
れ
ら
製
品

四
〇
佑
ま
で
は
力
国
政
府
が
出
虹
し

カ
ン
ポ
ジ
ア
側
が
五
一
％
の
合
弁
事
染
で
あ
る
。

O

C

O

D

A

C

)
 

海
外
経
済
協
力
基
金

株
式
会
社
東
食

相
互
貿
易
k

k

日
商
岩
井
k

k

白
綿
実
業
k

k

兼
松
江
商
k

k

な
お

S

O

C

O

D

A

C

の
社
長
は
株
式
会
社
東
食
の
社
長
で
あ
る
吉
田
渚
庸

氏
で
あ
る
。

熱
帯
栽
培
公
社

S
O
O
T
R
o
p

ー

0
の
発
足

S

O

C

O

D

A

C

と
カ
ン
ポ
ジ
ア
政
府
と
が
協
力
し
て
昭
和
四
三
年
五
月
三

S

O

C

T

R

O

P

I

C

 

R

O

P

I

C

は
喪
本
金
三

、

0
0
0万
リ
エ
ル

（
三
オ
ク
円
）

行
株
式
総
数
四

0
万
株
で
あ
る
。

． 
が
発
足
し
た

。
（
熱
帯
栽
培
公
社
）
を
つ
く
つ
た

。

三
六

、

0
0
0株

三
六

、

0
0
0
株

三
六

、

C
o
0
株

三
六

0
0
0株

五
六

、

0
0
0
株

二

0
0
、

0
0
0株

株
主
は

、

で
日
本
側
が
四

S

O

C

T

 

（
一
株
五

0
0円
）

民
間
の
合
弁
と
い
つ

S

O

C

O

D

A

C

は
受
権
資
本
二
億

円
、
発
．
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カ
ン
ボ
ジ
ア
農
業
開
発
機
構
の
概
要

口
画
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本
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カ
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成
の
ジ
ン
セ
テ
ッ
ク
よ
り
明
ら
か
に
俊
れ
、

は
で
き
な
い
が

、
品
釉
で
は
ハ
イ
プ
リ
ッ
ド

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
事
莱
だ
か
ら
、

で
あ
る
か

、

ま
た
い
ち
じ
る
し
い
施
肥
効
果
が

＾ 交305 
‘ー／

が
ヽ

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
育

こ
の
段
臨
で
と
や
か
く

＝＝己う

こ
と

そ
の
区
別
を
つ
け
る
の
が
無
理
で
あ
る

。
お
そ
ら
く
両
方
の
仕
事

政
府
ペ
ー
ス
の
仕
事
で
あ
る
か

、
民
閲
ベ

ー
ス
の
仕
事

か
ら
い
つ
て
本
年
は
貨
耕
の
要
求
が
さ
ら
匠
堺
し
て
い
る
。

ム
で

一
六

ha

行
な
わ
れ
た
。

労
力
不
足
や
放
棄
地

、

ま
た
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
賃
耕
と
施
肥
指
導
が
昨
年
サ
ム
ロ

勁

き
だ
し
た
政
府
と
民
間
協
力

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
関
す
る
試
験
研
究
や
普
及
事
業
は
政
府
ベ
ー
ス
に
よ
つ
て

開
始
さ
れ
て
す
で
に

そ
の
中
に
は
品
和
比
較
試
賑

、
搭
種
期
試
験

、

集
落
の
設
定

、

こ
う
し
た
政
府
ベ

ー

ス
の
仕
事
と
呼
応
し
て

、
民
間
ペ
ー
ス
の
仕
事
も
沿
々

進
め
ら
れ
て
い
る
。

均
の
依
託
は
民
間
ペ
ー
ス
で
や
っ
て
い
ろ
。
採
柾
圃
の
袋
家
依
託
は
昨
年
は
約

普
及
事
業
な
ど
け

、

だ
と
い
つ
て
よ
い
。

ン
ト
ン
と
コ
キ
ト

休
閑
地
の
多
い
実
情

こ
う
し
た
事
業
は

、

採
算
に
の
る
か
き
り
、
民
閲
の
仕
事
と
し
て
進
め
ら
れ
る
可
能
性
が
つ
よ
い
。

二
h
a
陀
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、

本
年
は
こ
れ
を
八

O
n
a
に
拡
大
す
る
予
定
で
あ
る
。

集
な
ど
が
鋭
意
進
め
ら
れ
て
い
る
。

S

O

C

T

R

O

P

I

C

の
機
構
図
は
別
紙
の
と
お

り
で
あ
る

。

大
を
和
て
カ
ン
ポ
ジ
ア
妃
永
く
在
住
す
る
磁
村
勉
氏
が
あ
一
に
つ
て
い
る
。

な
お
、

S

O

C

T

R

O

P

I

C

自
体
の
樅
業
技
術
主
任
と
し
て
は

、
東
京
農

5

上
記
各
項
妬
関
連
す
る

一
切
の
業
務

、

． 

ま
た
普
及
平
染
と
し
て
は

、

ー
カ
年

匠
な
る
。

品
税
間
交
配
、

在
米
品
柱
の
収

拠
点
炭
家
の
選
定

、
展
示
圃
の
設
置
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば

、
品
釉
試
数
は
政
府
ペ
ー
ス
で
や
り
、
採
釉
盟

． 
ノ
イ
ロ
ッ
ト
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の
九
県

、

五
万
ヘ
ク
ク

ー
ル
で

認
め
ら
れ

て
お
り
、

附
近
晨
家
へ
波
及
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ

。

政
府
ペ
ー
ス
の
事
業
の
弱
点
は

、

土
地
。
建
物
。
相
手
国
の

人

の
や
と
い
入
れ
や
運
営
咲
は
す
ぺ
て
相
手

国
負
担
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

レ
ー
キ

に
な
る
。

ま
た
一
方
、
民
間
ペ

ー

ス
の
協
力
だ
け
忙
な
る
と

、

ア
ニ
マ
ル
の
非
難
を
う
け
る

こ
と

が
多
い
。
民
間
協
力
で
は
採
算
を
度
外
視
す

い
す
れ
に
し
て
も
、

び
つ
け
る
。
ハ
ク

ー
ン

の
い
く
つ
か
を
つ

く
り
出
す
こ
と
が

急
か
れ
る
。

る
が

、

あ
る
。

政
府
協
力
と
民
閲
協
力

、

イ

ン

ド

ネ

ジ

ア

の

B

ス
舵

3
参
哨
）

日
綿
実
業

B
ー

M
A
S
に
参
加

（

注

る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
点
を
民
間
が
補
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

ろ
う
が

、
相
手
国
が
我
し
い
は
わ
い
は

、

が
ガ
ソ
リ
ン
代
は
相
手
国
政
府
が
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
e

事
業
へ
の
参
加
梨
家
を
増

し

つ
つ

、

施
肥
の
展
示
栽
培
が
失
施
さ
れ
た
。

コ
キ
ト
ム
に
は
、

． 

R
C

J

O
N
G
~

参
加

ユ
ー

↓ヽ

と
力
＜
ェ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

、

そ
の
こ
と
が

事
業
遂
行
の
大
ぎ
い
プ

そ
れ
が
当
然
で
は
あ

ジ
ー

フ
は
日
本
か
ら
持
つ
て
き
た

技
術
者
の
派
遣
と
資
檄
材
の
供
与
は
で
き

た
と
え
は
、

査
本
協
力
と
技
術
協
力
を
結

1

M

A

S

匠

つ
い
て
は
本
二

一
九
七

0
年
乾
期
イ
ナ
作
（
四
月

S
九
月
）

B
I
M
A
S
 

陀
日
綿
実
莱
が
ジ
ャ
ワ
島
中
部

G

O
'I'
O
N

G

 

本
格
的
な
採
程
圃
場
を
設
置
す
る
必
要
が

ハ
イ
ロ
ッ
ト

c

フ
ァ

ー
ム

や
展
示
圃
を
遂
次
拡
大
し

、

今
後
、
こ
う
し
た
普
及
活
拗
陀
つ
い
て
は
、

S

O

O

T

R

O

P

I

C

 

ト
ウ
モ
ロ
コ
ジ
お
よ
び
マ
イ
ロ
の
品
稲
比
較
、 ． 
栽
植
密
度
、

-6-
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2
 

ー 副

政
府
の
要
求
す
る
ル
ピ
ア
費
金
を
供
給
す
る
。

給
す
る
。

六

0
％
乳
剤
（
日
本
化
楽
製
造
）

（
病
害
）

（
栽
培
）

（
晟
機
具
）

日
綿
の
げ
あ
い
の
契
約
は
、

荻
材
の
供
給
と
し
て
は
殷
薬
に
限
定
し

、

祉
モ
ミ
の
調
達
資
金
お
よ
び
煤
薬
の
散
布
費
用
と
し
て

、

副
（
虫
害
）

（
邦
培
）

団

長

． 
S
O
E
K
A
R
DJ
O
 

出
E
D
J
I

S
O
E'W A
N
D
H
I
 

寺
田
和
夫

竹
内
可
能

鈴

木

茂

白
井
英
夫

飯

村

富

彦

前

茨

城

国

際

製

業

砧

修

会

館

勤

務

田

畑

実

吉

田

進

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
渡
瀬
清
香

佐
野
五
郎

お
よ
び

前
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
森
林
省

同

右

局
真
同

右

Z
i

nc 
P
h
o
s
p
h
i

d
e
 

指
定
の
薬
剤
は
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン

前
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
部
ジ
ャ
ワ
州
澁
林
普
及

日
綿
化
学
品
部
農
薬
課

日
本
化
薬
上
尾
研
究
所

イ
ナ
作
）

派
米
実
習

、

青
年
協
力
隊
O
B

日
綿
化
学
品
部
梨
薬
課

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

を
供

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

日
本
化
薬
上
尾
研
究
所
病
害
虫
研
究
室
長

る
三
月
十
九
日
羽
田
を
出
発
し
た

。

日

綿

農

業

技

術

協

力

団

日
綿
ジ
ャ
カ
ル
ク
駐
在
員
事
務
所
主
席

前
鹿
児
島
県
炭
業
試
験
場

殷
業
技
術
団
の
編
成
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
が

、

鹿
屋
支
均
長

日
本
人
メ
ン
バ

）
は
去

． 
-8-
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目
下
フ
ィ
ル
ド
0

サ
ベ
イ
を
つ
づ
け
て
お
り

、

が
は
つ
き
り
定
め
ら
れ
た

こ

と
で
あ
る
。

ス5 ?i 

ー

B
O
D
Y
 

と
い
う
部
局
が
新
た
匠
で
き
た
こ
と
が

ま
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
中
に

以
上
の
三
点
陀
つ
い
て
イ
ン
ド
不
シ
ア
政
府
の
行
う
増
産
計
画
に
協
力
。
参

画
す
る
も
の

で
あ
る

。

月
二
九
日

、

一
九
七

0
年
乾
期
イ
ナ
作
（
四
月

S

契
約
と
し
て
は

、

B
H
C
6
％
二
七
〇
ト
ン

、

ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン

極
モ
ミ
の
買
付
や
渋
渠
散
布
骰
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
要
求
す
る

普
及
員
の
訓
練
や
農
民
へ
の
助
言
の
た
め
の
技
術
チ

ー

ム
を
送
る
こ
と
、

な
ど
で
あ
る
。

初
期
の

B

I

M

A

S

契
約
と
異
る
点
は
テ
ク
ニ
カ
ル

c

テ
ー
ム
を
送
る
こ
と

B
I
M
A
S
 
C
O
N
T
R
O
L
 

注
目
さ
れ
る

。

三
井
グ
ル

ー
プ

の
テ
ク
ニ
カ
ル
。
テ

ー
ム

は
去
る
三
月

一
日
現
地
匠
わ
た
り

ル
ビ
ア
資
金
を
供
給
す
る
こ
と
、

六
〇
笏
乳
剤
―
ニ
―

‘

五
屁
、

今
期
は
農
薬
に
か
ぎ
ら
れ
、

四
月
よ
り
の
事
業
開
始
妬
備
え

燐
化
鉛
四
。
五
ト
ン
を
供
給
す
る
こ
と
、

ha
で

一
七
県

に
ま
た
が
つ
て
い
る
。

ワ
ニ
五

、

0
0
0
~と
中
部
ジ
ャ
ワ
ニ

0
、

0
0
0
匡
、
合
計
四
五
、

九
月
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
と
契
約
を
結
ん
だ
。

の
B

I

M

A

S

ゴ
ト
ン
。
ロ
ヨ
ン
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
り

、

三
井
物
産
と
三
井
東
圧
か
協
力
し
て
、

三
井
グ
ル
ー
プ

B
ー
切

A
S
に
参
加

施
肥
な
ど
に
つ
い
て
技
術
指
導
を
行
な
う
。

5

日
本
側
よ
り
技
術
者
を
派
遣
せ

し

め
、
現
地
の
イ
ネ
栽
培
、
植
物
防
疫
、

． 

． 
0
0
0
 

契
約
地
域
は
東
部
ジ
ャ

去
る

-1 0-
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し
て
い
る
。

ヽ

ン
ト 中

野

て
着

々
準

備
を
と
と

の
え
て

い
る
。

る
と
左
の
と
お
り
。

そ
の
チ

ー
ム

の
う
ち
農
業
技
術
者
を
あ
げ

三
井
グ
ル

ー
プ
の
技
術
者
た
ち

倉
本
凝
市
（
団
長
）

査
匠
よ
る
と
、

（
病
虫
害
）

宏
（
稲
作
）

前
梱
岡
県
肥
和
課
長

元
広
島
県
品
業
試
験
場
技
師

三
井
束
圧

凶

三
井
東
圧
瓜

共
立
煤
根

KK

（
マ
レ
ー
シ
ア

、

か
つ
て
ク
イ
国
の
低
民
は
大
部
分
が
自
作
品

で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
た
が

、

最
近
で
は
中
央
平
野

で
小
作
農
が
増
加

し
て
い

る
と
い
う

こ

と

が
各
方
面
の
調

小
作
殷
は
わ
ず
か
陀

一
i-―パ

ー
セ
ン
ト
忙
過
ぎ
な
か
っ
た
が

、

一
九
五
七
年
の
カ
セ

サ
ー
ト

大
学
の
詢
査
に
よ
る
と

、

一
九
六
訟
年
の
悦
発
省
の
調
査
匠
よ
る
と

、

ク
イ

小
作
益
は
五
三

。ハ
ー
セ

小
作
品

e

小
自
作
品
は
あ

わ
せ
て
五
六
．
ハ
ー
セ
ン
ト
匠
増
加
し
、
自
作
梨
は
四

一
。ハ
ー
セ
ン

ト
ま
で
減
少

こ

の
よ
う
な
中
央
平
野
部
に
お
け
る
小
作
駿
培
加
の
問
題
は
経
済

的
匠
は
も
と
よ
り
の

こ
と
社
会
的
妬
み

て
も
重
大

な
問
題
で
あ
る
の
で

、

国

で
は

開
発
省
の
土
地
開
発
局
が

中
心
と
な

っ
て
こ
れ
ま
で
そ

の
実
態
を
よ
り

詳
細
に
把
握
す
る
よ
う
調
査
を
重
ね

て
き
た
が

、

査
陀
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば

、

こ
の
度
そ
の
一
部
が
ま
と
め

一
九
五

―-i年
の
澁
業
省
の
調

タ
イ
国
中
央
平
野
部
の
特
定
地
域
て
小
作
巌
増
加

大

隈

旭

（

機

椀

）

小
川

三
郎

坂
巻
光 ． 
（
栽
培
）

長
谷
川
杢
治

（
栽
培
）

zi 

。

脊
年
協
力
隊

イ
ナ
作
）

． 
-1 2-



．
 
． 

土
地
保
有
形
態
匠
よ
る
燥
家
分
類

（
単
位
バ
ー
セ
ン
ト
）

自
作
盛

小
作
益

自
小
作
我

県
名

戸
数
面
和
戸
数
面
秘
戸
数
自
作
他
面
秘

1．
プ
ラ
チ
ー
ン
プ
リ
ー

7
 3.0 

6
 9. 
4
 
1
 4.
5
 
1
 2. 5
 
1
 2.
5
 
9. 
3
 

2
ア
ー
ン
ト
ー
ン

5
 2.7 

4
 8.6
 
2
 D
O
 
1
3
.
 
8
 
2
 8.3 

1
 8.
5
 

3.
ウ
ク
イ
タ
ー
ニ
ー

7
 3.0 

7
 2.
6
 
1
 8.5
 
1
 6. 
0
 
8
.
5
 
5. 
7
 

4.
ビ
チ
ツ
ト

8
 1.
0
 
7
 9.
 6
 
1
 3. 
9
 
1
2. 
7
 
4
4
 
4. o
 

5
ピ
ッ
サ
ヌ
ロ
ー
ク

9
 1.
6
 
9
 1.
4
 

5.7 
4
.
5
 
2
.7 

2
.
2
 

6．ペ
ッ
チ
ャ
プ
ー
ン

9
 3.7 

9
 3. 
4
 
4.7 

3
.
8
 
1. 
6
 
1. 
6
 

7 ．
サ
ラ
プ
リ
ー

4
 5.6 

4
 2.0 

3
 1.
 
3
 
2
 6.
 
7
 
2
 3. 
1
 
1
 4
 6
 

8.
ロ
ッ
プ
リ
ー

5
 5.3 

4
 5.9 

2
 8.5 

3
0
0
 
1
 6.
2
 
1
1. 
0
 

9．
ス
パ
ン
プ
リ
ー

6
 0.0
 
5
 6.9 

1
 8.
4
 
1
3. 
5
 
2
1
.
 9
 
1
 5.4
 

1
 D．ペ
ッ
プ
リ
ー

5
 7. 
9
 
5
0
3
 
1
 2.9 

1
 2.6
 
2
 9.
 2
 
1
 8. 
3
 

1
 1.
カ
ー
ン
チ
ヤ
ナ
プ
リ
ー

8
 5.0 

8
4
.
5
 

5.7 
4.4 

9. 
3
 
5.4 

1
 2
．ナ
コ
ン
パ
ト
ム

4
 7. 
1
 
4
 0.
3
 
3
 0.8
 
2
 6.2
 
2
 2.
1
 
1
 7. 
3
 

1
 3．ア
ュ
ッ
ク
ヤ
ー
・

2
 7.
 
3
 
2
 3
 1
 
3
 6.2 

2
 9.
6
 
3
 6.
5
 
2
2
.
3
 

1
 4
．
ナ
コ
ン
ナ
ー
ョ
ッ
ク

2
 0.8
 
2
 0.4 

5
4
.
5
 
4
 5.3
 
2
4
.
 7
 
1
 7. 
3
 

1
 5
．
チ
ャ
チ
ャ
ン
サ
オ

3
 4.
1
 
.:s 
2
 1
 
4
 6.4 

4
2
.
8
 
1
 9. 
5
 
1
 2.
1
 

1
 6
．ス
コ
ー
タ
イ

9
 6.0 

9
 5.
8
 

2.6 
2. 
1
 
1.
4
 
1.
1
 

1
 7.
カ
ン
ペ
ン
ペ
ツ
ト

8
 9.
 
9
 
8
 9.2
 
7. 
4
 

7.
 2
 
2
.
7
 
2.5 

1
 8
.ラ
ー
チ
ャ
プ
リ
ー

6
 1. 
2
 
5
 3.
 1
 
1
 4
 9
 
1
 2
 4
 
2
 3.
 9
 
1
 7. 
1
 

1
 9. 
ノ
ン
プ
リ
ー

5
 7. 
6
 
5
 4.3 

2
 8.2 

2
4
.
 7
 
1
 4.2
 
1
 0.7 

2
 0．サ
ム
ツ
ト
プ
ラ
カ
ン

2
 3.7 

2
 3. 
7
 
6
 0.
 
5
 
5
 1. 
6
 
1
 5. 
8
 
1
2. 
1
 

2
 1．パ
ト
ム
ク
ー
ニ
ー

2
 2. 
6
 
2
 1. 
6
 
6
 1. 
2
 
5
 7. 
4
 
1
 6.
2
 
1
 0. 
4
 

2
 2
．シ
ン
プ
リ
ー

5
 6. 
4
 
51. 7
 
1
 9. 
2
 
1
 6.1 
2
4
4
 
1
6
.
2
 

2
 3
．
チ
ャ
イ
ナ
ー
ト

6
 5.2
 
6
 2. 7
 
1
 7. 
6
 
1
 4.9 
1
 7. 
2
 
1
 2.5 

2
 4
ナ
コ
ン
サ
ワ
ン

7
 8. 
1
 
7
 8.
2
 
1
 7. 
2
 
1
6
8
 
4
.7
 
2
3
 

2
 5
．
プ
ラ
ナ
コ
ン
（
バ
ン
コ
ク
）

2
3.
 
3
 
2
 3.4 

5
8. 
9
 
5
 0 .7 

1
 7. 
8
 
1
2
2
 

2
 6.
ト
ン
プ
リ
ー

3
 6. 
6
 
3
 7. 
4
 
53. 
1
 
4
5
2
 
1
0
 3
 
7. 
6
 

平
均

6
1. 
7
 
5
 6.
1
 
2
 2.
5
 
2
 2. 
0
 
1
 5. 
8
 I
 
1
 0.8 H L1 
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命
」

で
あ
ろ
う
。
戦
前
か
ら
の
慢
性
的
な
米
の
輸
入
国

で
あ
っ
た

フ
ィ
リ
ビ

ン

B

P

I
l
.6
 
7
 

c
ー

8ー

60
年
代
の
農

業
の

ト
ピ
ッ
ク

ス
の

つ
は

、
I

R

I
8

、

フ
ィ
リ

ピ

ン
に
お
け
る
米
の
自
給
維
持
困
難
に

題
を
考
え
て
い
く
上
で
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

を
含
ん
で
い
る
た
め
で

、
中
心
部
だ
け
を
み
る
と
ナ
コ
ン
ナ
ョ
ッ
ク
県

、

時
点
の
そ
れ
を
下
廻
つ
て
い
る
が

、

ハ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り

、

小
作
盤
。
自
小
作
晨
は
む
し
ろ
六
一
年
の
詢
査

ン
ト

、

サ
ワ
ン
カ
ロ
ー
ク
県
な
ど
自
作
疫
の
多
い
デ
ル
ク
周
辺
の
新
開
地

面
秋
で
ニ
ニ
。

o
・ハー
セ
ン
ト
。
自
小
作
晟
は
戸
数
で

ら
れ
発
表
さ
れ
た

。

両
米
穀
年
度
匠
わ
た
っ
て

、

五
一
ラ
イ

果
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と

、

土
地
面
秩
で
五
ナ
。

ヽ

ー
セ
ン
ト

ロ
ー
ク
県

、

こ
れ

は
ペ
ッ
チ
ャ
プ

ー

ン
県
、

ム
ク
ー
ニ

ー
県
な
ど
で
は
自
作
此
け
二

o
・ハー
セ
ン
ト
台
に
落
ち
て
い
る
。

の
よ
う
に
地
城
陀
ょ
つ
て
小
作
煤
が
増
加

し

て
い
る
こ
と
は
ク
イ
国
の
農
業
問

（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

な
ど
の
高
収
最
品
種
の
出
現
に
よ
る

（
一
ラ
イ

1
1
0
。

． 
c 

ーパ

ー
セ
ン
ト

。
小
作
雌
は
戸
数

で
二

二
0

五．ハ

二
六
県
の
乎
均
で
は
自
作
農
は
戸
数
で
六

て
い
る
地
域
が
比
較
的
詳
細
に
分
る
た
め
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

と
く
忙
各
郡
別
の
助
査
結
果
も
取
り
ま
と
め
て
あ
る
た
め

、

一
六
ヘ
ク
ク
ー
ル
）

五
二
四

、

ニ
四
三
戸
の
農
家
一

土
地
保
有
』
と
い
う
こ
の
調
査
報
告
書
は
六
六
ー
六
七
年

、

一
九
六
七

ー
六
八
年

、

五
、

「
緑
の
革

野
中
耕

． 
、一 こ 卜

。ヽノ

ピ
ッ
サ
ヌ

一
五
。
八

3

七
パ

ー
セ

小
作
加
の
増
加
し

の
面
積
に
つ
い
て
の
訊
査
結

八
八
九

、

六
七
ー
六
八
年
の

中
央
平
野
音
二
六
県
妬
お
け
る

-1 5-



維
持
し
た

（
籾
で
五

0
七
。
三
万

ト

ン
）
し
か
し
貨
幣
所
得
拡
大
に
と
も
な
う

も
の
の
生
産
性
は
依
然
低
く

、

早
魃
や
台
風
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
が
、
増
収
率
は
六
佑
と
商
水
準
を
、

潜
在
需
要
の
顕
在
化
に
よ
り

、
六
九
年
下
半
期
に
は
米
価
の
急
騰
か
み
ら
れ
た
。

米
作
の
安
定
化
と
生
産
増
加
の
た
め
に
は

、

（
六
ニ

ー
六
五
年

蘭

届

は
、

万
ト
ン

、

。
九
％
、

ク
ク
ー
ル
で
あ
っ
た
。

不
安
定
な
こ
と
に
あ
る
。
六
九
年
度
の
ば
あ
い

、

六
六
＼
六
八
年
六
。
二
％
）

人
口
増
加
率
が
三
°
五
％
と
高
い
に
も
か
力
ゎ
ら
ず

、
米
の
年
平

六
八
年
度
の
前
年
度
比
収
稗
面
秋
増
加
率
は
六
。
七
％
に
た
い
し
、
単

位

収

上
、
四
割
は
収
穫
面
秋
拡
大
忙
よ
る
も
の
で
あ
る
。
増
産
が
生
産
竹
向
上
忙
負

三
三

0
万
ヘ
ク
ク
ー
ル

、

収
砒
一
六

0
万
ト
ン

、

か
ん
が
い
施
設
の
普
及
と
近
代
的

と
上
昇
し
て
い
る

均
培
収
率
が
五
六
ー
六
一
年
の
二
°
五
％
か
ら
六
ニ
ー
六
八
年
妬
三
。
八
％

六
八
年
は
三
一

0
万
ト
ン

、

収
移
面
析
ニ
ニ

0
万
ヘ
ク
ク
ー
ル

、

う
こ
と
は
六

0
年
代
の
特
徴
で
あ
る
。

贔
は
九
。
六
％
で
あ
っ
た
。

5
 
4
 

ス

i ー

た
と
え
ば
、

一
九
四
九
年
け
精
米
の
総

こ
れ
か
ら
み
る
と
増
産
要
因
の
六
割
は
生
産
性
向

支
持
米
価
引
上
け
に
よ
る
価
格
イ
ン
セ
ン
テ
イ
プ

灌
祇
地
城
の
拡
大

品
業
改
良
普
及
活
動
の
拡
充

2

肥
料
、
殺
虫
剤
、

°
五
弔
に
）

除
草
剤
の
使
用
増
加
、

高
収
傾
品
種
の
導
入
、

（
六
七
年
米
の
一

0
％

か

ら

六

八

年

米

の

産
理
由
化
は
通
常
次
の
五
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

0
万
ド
ル
の
米
を
輸
出
し

、
米
の
自
給
が
達
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
た
。

は

、
六
八
年
匠

十
七
％
の
増
産
を
記
録

． 

（
籾
四
七
八
。
八
万
ト

ン
）
、

． 
三
三

0
万
ヘ

六

0
年
は
二
四

0

そ
の
増

約
五
九

-16-



第

一
に
、
益
民
か
ら
の
か
ん
が
い
料
徴
収
が
困
難
な

こ

と
で
あ
る
。
徴
収
勘
践

ー
八
割
と
低
い
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。
）
贅
金
面
の
困
雖
は

、

は
約
た
肥
料

、
殺
虫
剤

、
除
草
剤
な
ど
の
投
用
は
在
来
種
の
約
三
倍

、

°
五
倍
を
必
要
と
す
る
。

約
二
倍
だ
が

、

（
ま
た
品
質
が
悪
く

、
売
値
は
在
来
種
の
七

そ
の
普
及
匠
は
か
ん
が
い
施
設
の
完
備
が
第

現
在

一
屠
深
刻
に

な

っ
て

い
る
。

の
条
件
で

、

I
R
l
8
の
ば
あ
い

、

投
下
労
働
力 ま

単
位
収
益
は
在
来
種
の

J
の
両
者
の
相
違
は
資
金
の
効
率
的
使
用
の
閉
題
で
あ
る
が

、
蛮
金
不
足
は

第
二
は

、

示
さ
れ
て
い
る
。

「
米
作
計
画
の
欠
陥
の

一

る
。
も
し

適
正
規
模
の
生
産
者
妬
援
助
を
集
中
し
た
は
あ
い
に
は

、

ん
が
い
耕
地

一
七

O
S
二

0
0
万
ヘ
ク
ク

ー

ル
は
よ

り
耐
乾
性
の
あ
る
米
同
様

必
需
作
物

、

第
一
は

、

盗
業
技
術
の
導
入
が
急
務
で
あ
る
。
だ
が

こ
れ
は
狡
金
不
足
と
緩
民
の
保
守
性

の
た
め
う
古

く

い
つ

て
い
な
い
。

こ
う

し
た
開
超
の
解
決
は

、

生
産
性
向
上
を
重
点
と
す
る
方
向
で

、
次
の
よ
う
な
発
言
忙
端
的
忙

． 
甘
蕪

、

つ
は

、
政
府
が
疑
粟
援
助

豆
類
、

助
を
与
え

ら
れ
る
ぺ
き
で
あ
っ
た
。

」

ー

ル
の
灌
漑
耕
地
か
ら
豊
富
な
生
産
を
あ
げ
る
こ
と
で
あ
っ
て

、
残
り
の
未
か

用
で
自
給
化
が
達
成

で
き
る
。

必
要
な
こ
と
は
、

技
術
援
助

）
を
小
規
模
の
限
界
生
産
者
妬
も
無
差
別
に
与
え
て
い
る
こ
と
に
あ

つ
の
方
向
が
考
え
ら
れ

て
い
る
。
七

0
年
代
の
課
題

で
あ
る
。
解
決
に
は
現
在
ニ

（
価
格
支
持

、
信
用
供
与
、

少
な
い
歿

―
二

O
S
一
五

0
万
ヘ
ク
ク

と
う
も
ろ

こ
し
な
ど
に
転
換
す
る
方
向
で
技
術
援

だ
が
こ
れ
に
よ
る
培
産
は
現
尖
た
は
投
用
の
割
に
は
多
く
を
望
め
な
い
。

村
の
社
会
不
安
の
根
源
を
除
き
、
同
時
に
生
産
培
加
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

分
益
小
作
品
制
の
廃
止

11
土
地
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り

、
盗

． 
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停
止
し
て
い
る

。

さ
ら
に
政
府
の
財
政
自
体
も
多
額
の
赤
字
を
累
秘
し
て
い
て
約
三
千
万
ベ
ソ

を
要
す
る
米
価
支
持
賓
金
支
出
も
困
難
な
状
況
に
あ
ろ
。

こ
う
し
た
現
状
か
ら
、

あ
る
と
い
え
る
。

イ
ン
ド
の
食
糧
生
産
、

済
白
書
）

0
0万
ト
ン
を
相
当
上
ま
わ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
の
予
側
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

具
体
的
な
数
字
は
示
し
て
い
な
い
。

作
柄
に
な
る
が

、
食
用
佐
物
の
生
産
絨
は
一

り
そ
う
で
あ
る
。

イ
ン
ド

の
食
用
殺
物
の
生
産
且
は
六
五

ー
六
六

、
六
六
ー
六
七
年
の
二
年
間

ム
ス
粘
花
よ
れ
ば

、
冬
の
降
雨
批
が
少
な
か
っ
た
た
め

、

イ
ン
ド
政
府
は
二
月
二
四
日
に
発
表
し
た
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
。
サ
ー
ペ
イ

め
、

で
は

、

三
月
三
日
付
け
の
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
o
ク
イ

春
作
は
前
年
な
み
の

オ
ク
ト
ン
侭
到
達
す
る
こ
と
妬
な

一
九
六
九
ー
七

0
年
度
の
食
用
穀
物
生
産
祉
は
前
年
の
九
囮

ー
オ
ク
ト
ン
に
到
達
か

第
三
は

、
政
府
の
肥
科
計
画
の
破
産
で
あ
る
。

米
の
自
給
化
が
一
時
的
な
成
果
に
終
る
恐
れ
が
多
分
に

（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

ェ
ッ
ソ
肥
料
会
社
は
二
七

0
0
万
ペ
ソ
の
損
失
を
生
じ

、

し
た
民
間
肥
料
会
社
忙
対
す
る
小
晨
民
の
肥
料
ロ
ー
ン
返
済
状
況
悪
化
の
た

問
題
を
か
か
え
て
い
る
。

政
府
の
肥
科
貸
付
計
画
忙
参
加

が
改
善
さ
れ
ね
ば
、
か
ん
が
い
の
拡
大
は
停
止
状
態
忙
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

第
二
は

、
品
村
銀
行
を
通
じ
品
民
忙
賓
金
供
給
を
行
な
う
品
業
保
証
貸
付
基
金

履
付
金
回
収
率
は
四
〇
佑
匠
低
下
し
て
い
る
。

． 

ま
た
殷
業
信
用
局
も
同
様
の

． 
（経

福
島
光
丘
）

現
在
協
力
を

-1 8-



て
い
る
。

ル

ヘヽ

忙
、
パ

ン

ド
の

一
方

、

い
な
い
よ
う
だ
。

グ
ラ

ム

。
メ
イ
ズ

0

パ
ー
レ
イ

・
ノ
ン
ジ
ャ
プ
州
で
は
小
麦
の
生
産
批
は
五

0
1
五

一
年
の

「
緑
の
革
命
」

一
年
の

は
別
名

e
。
ハ
ル
ス
な
ど
の
穀
物

、

一
四
万
ヘ
ク
ク

ー

ル
か
ら
一
九
九
ヘ
ク
ク

ー

「
バ
ン
ジ
ャ

プ

革
命
」

寄
与

し

て
い
る
点
で
は
比
較
的
に
評
価
が

一
致
し
て

い
る

よ
う
だ
。

メ
キ
シ
カ
ン
種
の
小
麦
の
生
産
性
が
高

く
、

実
際

、

豆 イ

な
い
が

、

こ

れ
が
小
麦
の
増
産
に

とヽ

旱
害
に
よ
る
食
用
穀
物
の
減
産
を
契
機
忙
註
業
へ
の
投
入
は
急
速
妬
増
加

二
九
万
ヘ
ク
ク

ー

ル
、

三
六
四
三
万
ヘ
ク
ク

ー

ル
、
五
四
六

0
万
ヘ

ク
ク

ー
ル

―
ニ
―
万
ト
ン

、

一
五
四
万
ト
ン

、

し
て
い
る

。
新
痰
業
戦
略
の
増
産
効
果
花
つ
い
て
は
否
定
的
な
評
価
も
少
な
く

作
付
面
校
は
五

0
ー
五

一
九
八
万
ト
ン

、
植
物
防
疫
面
栢
は
二
四

と
言
わ
れ

て

い
る
よ
う

ン
ジ
ャ
プ
州
の
小
友
以
外
は
と

く
に
目

立
っ
た
成
果
は
ま
だ
あ
が
つ
て

六

七

ー
六
八
年
の
三
三
四
万
ト
ン
か
ら
六
八

ー
六
九
年
に
は
四
三
五
万
ト

ン
に
、

ヘ
ク
ク
ー
ル
当
り
の
生
産
位
は
九

0
一
肋

か
ら
ニ
―

1
0
二
万

ト

ン
、

八
六

均
に
増
加
し

八
ー
六
九
年

（

推

定

）

八
五

0
万
ヘ
ク
ク

ー

ル
、
化
学
肥
料
の
消
炊
は
同
じ
く

六
七
年
一
八
八
万
ヘ
ク
ク

ー

ル
、
六
七

ー
六
八
年
六

0
六
万
ヘ
ク
ク
ー
ル

、
ナ

た
し
か
妬
最
近
の
投
入
実
積
を
み
る
と
、
多
収
稜
品
種
作
付
面
秋
は
六
六
ー

自
信
を
得
て

、

の
拡
大

、
肥
料
の
増
投
、
殺
虫
剤
の
使
用

、
力
ん
が
い
面

の
拡
大
な
ど
を
組

合
わ
せ
た
い
わ
ゆ
る
II

新
点
薬
戦
略

II

の
導
入
に
帰
せ
ら

れ
て
い
る

。

そ
の
ば
ま
こ
ぃ

‘
食
用
穀
物
生
産
増
加
の
最
大
の
要
因
は
多
収
秒
血
和
作
付
面
秋

イ

ン
ド
の
食
用
穀
栃
生
産
は
高
水
準
で
安
定
し
た
と
み
て
い
る
。

で
は
六
九
ー
七

0
年
の
食
稔
生
産
が
前
年
を
上
回
り

、

け
旱
害
の
た
め
七

C
o
0
万
ト
ン
台
に
低

下
し
て

い
た
が

、
そ
の
後
は
六
七

ー

高
記
録
八
九
四

0
万
ト

ン
を
破
つ
て
九

0
0
0万
ト

ン
台
匠
乗
せ

た
。

六
八
年
九
五

一

0
万
ト

ン
、

． 

三
年
連
続
の
好
記
録
忙

政
府
筋

六
八

ー
六
九
年
九
四

0
0万
ト

ン
と
旱
害
前
の
最

． 
-1 9-



ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、

A
g
r
i

b
u
s
i

n
e
s
s
 

そ
の
目
的
は

、

I)e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 

が
設
定
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
農
産
の
効
率
的
な

、

そ
の
受
権
資
本
は
一

、

晨
産
物
を
生
産

、

を
行
う
は
ず
で
あ
る
。

流
通
を
促
進
す
る
た
め
で
あ
る

。

せ
る
も
の
と
欺
待
さ
れ
る
。

―
二
の
会
社
は
次
の
と
お
り
、

コ
オ
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
現
地
の
企
業
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を
く
み

、

設
立
す
る
企
業
匠
投
資
す
る

こ
と
に
よ

つ
て
食
程
生
産
と
晨
村
収
入
を
増
加
さ

の
あ
が
る
生
産
、

で
あ
る
。

加
工

、

加
工

、

輸
送

、
分
配
し
て
い
る
既
存
の

、

五

0
0
万
ド
ル
で
あ
る

。

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
―
二
の
企
業
が
協
力
し
て
設
立
し
た
新
し
い
投
資
会
社

A
g
r
i

b
u
s
i

n
e
s
s
 
R
e
p
o
rt
 

c
o
r
p
o
r
a
t

i

o
n
 

（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

二
月
二
三
日
号
は
、

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
促
進
協
会
発
足

機
動
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示

し

て
い
る
よ
う
だ
。

け
も
多
い
メ
キ
シ
カ
ン

種
小
麦
へ
の
作
付
け
転
換

、

換
言
す
れ
ば

、
． 

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

な
い

し

は
耕
作
の
重
点
の

こ
れ
ら
の
穀
物
や
豆
類
か
ら

、
収
醤
が
多
く
、

類
は
生
産
菫
。
作
付
面
積
が
近
年

、

合
弁
で
事
業

ま
た
利
益

減
少
な
い
し
は
伸
び
悩
み
と
な
っ
て
い
る

。

そ
れ
だ
け
も
う

浜
渦
哲
雄
）

ま
た
は
新
た
忙

． 
一20-



開
発
妬

、

事
務
局
か
ら
成
り
た
っ
て
い
る
。

室
、

昭
和
三

七
年
六
月
に
設
立
さ
れ
た
特

殊
法
人
で
、

海
外
協
力
関
係
団
体
の
紹
介

S
t
a
n
d
a
r
d
 F
r
u
i
t
s
 

R
a
l
s
t
o
n
 P
u
r
i

n
a
 
C
 

o
o.
 

0
o.
 

D
e
w
 
C
h
e
mi
c
a
l
 
C
c.
 

D
e
e
r
e
 

C
p
c
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 

C
a
r
g

i

 1
1
 

B
a
n
k
 
of
 

A
m
e
r
i

c
a
 

A
d
e
l
a
 
． 

I
n
v
e
st
m
e
n
t
 

B
o
r
d
e
n
 

C
a
 -r;
e
r
p1
 
l
l
a
 
T
r
a
c
 

G
e
r
b
e
r
 a
n
d
 C
o
.
 

部

、
経
理
部

、
P
r
o
d
u
c
t
 

M
o
n
s
a
n
t
o
 

淘
外
技
術
協
力
事
業
団

海
外
技
術
協
力
事
業
団
は
政
府
ペ

ー

ス
の
技
術
協
力
業
務
を
実
施
す
る
た
め
、

国
内
事
業
部

、
海
外
事
業
部

、

開
発
技
術
協
力
室
お
よ
び
附
殴
渋
関

、

こ
の
事
業
団
の
目
的
は

、

カ
、
中
近
東
お
よ
び
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
発
展
途
上
諸
国
の
経
済
、

わ
が
国
の
技
術
や
根
材
を
供
与

し、

繁
栄
に
寄
与
し

ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
O

T

C

A

)
 

t
 

a
n
d
 S
t
e
a
m
s
hi
p

 

C
o.
 

I
n
c
 o
r
 p
o
r
a
 t
e
d
 

o
r
 C
o
 

I
n
c
o
r
p
o
r
a
t
e
d
 

I
n
 c
o
 r
 po
 r
 a
 t e
 d
 

C
o
 

ア
ジ
ア

、

社
会

ア
フ
リ

業
務
部
門
の
組
戦
は

、
総
務

(

J

E
T
R
o
提
供
）

開
発
調
査
部

、
哉
業
開
発
協
力

な
ら
び

に
日
本
肯
年
海
外
協
力
隊

そ
れ
に
よ
つ
て
世
界
の
平
和
と

． 
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4. ＆
 

開
発
途
上
国
の
要
請
尻
も
と
づ
き

、

事
業
団
は
業
務
の
実
施
に
あ
た
り

、
対
外
的
に
は
外
務
省
を
通
じ

、

上
諸
国
政
府
、

立
案
、

る
が

、
釉
査

、
国
際
扱
関
の
技
術
協
力
機
閑
と
連
絡
を
た
も
ち

、

政
府
機
関
、
民
間
関
係
機
関
な
ど
の
協
力
を
受
け
て
い
る
。
事
業
を
大
き
く
分

な
ど
技
術
協
力
事
業
の
実
施
と
、
技
術
協
力
を
実
施
す
る
の
に
必
要
な
企
画
、

広
報

、

技
術
研
修
員
の
受
け
入
れ

昭
和
四
三
年
扱
は
集
団
が
七
一
―
―
コ

ー

ス
で
六
八
一
名
を
う
け
入
れ

、

別
で
は
八
二
三
名
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
提
林
水
産
関
係
の
研
修
員

は
二
三
。
八
％
を
占
め
て
い
る
。

で
あ
る

。

そ
の
う
ち

、
晨
林
水
産
関
係
が
も
っ
と
も
多
く
―
二
四
名
で
あ
る
。

へ
一
五
名
派
逍
し
て
い
る
。

海
外
技
術
協
カ
セ
ン
タ
ー
事
業

現
在
ま
で
陀
二
八
カ
所
に
設
骰
さ
れ
た
が

、

開
発
嗣
査
専
業

た
す
産
染
基
盤
な
ど
の
公
共
的
閑
発
計
画
に
関
し

、

て
い
る
。

中
小
規
模
工
業
分
野
が
九

、

そ
の
経
済
開
発
に
重
要
な
役
割
を
は

電
気
通
信
分
野
が
二

、

し
、
施
設
を
設
け

、
技
術
の
訓
練
、

そ
の
う
ち
煤
水
産
分
野
が
一
三

、

調
査
団
を
派
遣
し
て
コ
ン

そ
の
他
が
四
カ
所
と
な
っ

演
示

、
研
究
な
ど
を
行
な
う
。

わ
が
国
か
ら
技
術
者
と
槻
材
を
送
り

、
相
手
国
側
が
土
地
、

建
物
を
提
供

国
除
機
関
へ
は
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
へ
六
名
、
東
南
ア
ジ
ア
漁
業
開
発
セ
ン
ク

ー

壽
門
家
の
派
遣
は
継
紐
と
新
規
を
ふ
く
め
、

2

技
術
専
門
家
の
派
遣

1. 

昭
和
四
三
年
度
は
四
三
六
名

海
外
よ
り
の
研
修
兵
の
受
け
人
れ
に
は
集
団
コ

ー
ス

と
個
別
研
修
と
が
あ

出
版
な
ど
の
関
辿
事
業
と
に
分
け
ら
れ
る
。

け
る
と
、
海
外
か
ら
の
研
修
兵
の
受
け
入
れ

、
専
門
家
の
派
逍
、

． 

． 
機
材
の
供
与

国
内
的
に
は個

開
発
途
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7“ 6. 5. 
地
要
氏
と
し
て
農
業
、

源
開
発

、
橋
梁

、

医
療
協
力
事
業

家
の
派
遣

、

（
ニ
ュ

ー

ス
1
1
6
1
参
照
）

流
通

、

「
海
外
品
業
ニ
ュ
ー
ス
」

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ば
あ
い
と
、

メ
コ
ン
河
総
合
狗
発
計
画
お
よ
び
ア
ジ
ア
ハ
イ
ウ
エ

ー
計
画
制
査
な
ど
の
よ
う

匠
、
数
力
国
に
わ
た
る
広
範
な
地
城
詞
発
プ
ロ

対
象
分
野
も
擬
林
水
産
資
源

、
鉱
物
資
源

、

都
市
計
画
な
ど
と
広
範
忙
わ
た
っ
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
昭
和
四
一
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
が

、

面
の
改
善
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

医
療
機
材
の
供
与

、

和
四
三
年
度
の
派
遣
専
門
家
は
一
六
六
名
、
う
ち
継
続
が
四
二
名

、
新
規
派

業
糊
発
協
力

事
業

こ
れ
陀
つ
い
て
は

眺
発
技
術
協
力

事
業

こ
れ
は

、

い
て
の
助
言

、

行
う
も
の
で
あ
る
。

遣
が
―
二
四
名
で
あ
る
。

院
発
途
上
国
妬
た
い
し

、

． 

生
産
物

、
肥
料
な
ど
の
流
通
機
栴
改
善
に
つ

一
次
産
品
の
栽
培
技
術

、
施
肥

経
営
な
ど
の
専
門
家
を
長
期
間
派
遮
し

、
試

ん

1
参
照
。

お
よ
び
研
修
負
の
受
け
入
れ
が
あ
る
。
昭

医
療
協
力
に
は
医
療
裂
門

わ
が
国
の
医
療
技
術
を
こ
れ
ら
諸
国
の
保
健
衛
生

広
域
通
信
網
建
設
調
査
、

痴
発
途
上
国
の
貿
易
拡
大
に
賢
す
る
一
次
産
品
開
発
の
た
め
の

総
合
的
な
技
術
協
力
で
あ
る
。
事
業
の
内
容

は
、
祝
地
忙
基
地
を
設
け

、

作
用
の
肥
料

、
炭
檄
具
な
ど
を
供
与
し
て

、

な
ど
の
技
術
協
力
を
実
施
し

、

サ
ル
テ
イ
ン
グ
協
力
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

ジ
ェ
ク
ト
の
ば
あ
い
も
あ
る
。

工

業

、
港
諮

、
道
路

、
鉄

道

、
電

医
療
事
情
が
貧
困
な

、
基

さ
ら
に
対
象
一
次
産
品
の
輸
入
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
の
業
務
を

エ
カ
フ
エ
が
推
進
す
る

● 
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所
在

漁
業
の
コ

ー

ス
か
あ
る
。

作

、
紬
根
具
、
． 

経
済
協
カ
セ
ン
ク

ー
ビ
ル

東
京
都
新
宿
区
市
ケ
谷
本
村
町
四
二

土
地
改
良
、

『
海
外
燐
業
ニ
ュ
ー
ス
」

N
a
3
参
照

国
辿
諸
様
関
の
行
な
う
技
術
援

助
へ
の
協
力
な
ど

、
幅
広
い
多
種
多
榜
の
業
務
を
実
施
し
て

い
る
。

ま
た
研
修
と
宿
泊
を
兼
ね
た
セ
ン
ク

ー
を
東
京
。
大
阪

0

名
古
屋
。
茨
城
県

内
原

、
神
奈
川
県
三
崎
陀
設
樅
し
て

い
る
。
内
原
は
緩
業
セ
ン
ク

ー
で
、

8

日
本

青
年
海
外
協
力
隊

電
話
（
三
五
三
）

こ
れ
ら

の
ほ
か
賠
償
竿
伝
に
よ
る
技
術
協
力
、

二
―
七

一

野
菜
の
四
コ

ー

ス
が
設
け
ら
れ

、
三
崎
忙
は
沿
岸

． 
イ
ナ

-2 4-



海外技術協力事業団 昭和 45年度言十上予算（単位千円）

外務省予算

事 項 4 4年度予算額 4 5年度予算額 備 考 ． 
海外技術協力事業団 6. 8 1 3, 8 1 1 8, 0 0 2, 5 1 9 

(1) 委 託 妓 5, 6 8 5,4 1 9 6. 5 6 3. 1 9 1 海外研修負の受入、尋門家派逍、

投資前基礎覇査、 海外技術訓練センクー、

楼材供与、 日本青年海外協力隊派遣、

医療協力、品業協力、

昴発技術協力、等

(2) 交 付 金 776,392 9 5 1, 3 2 8 事業団職共の給与等

(3) 出 資 金 352,000 4 8 8, DD D 国内研修センクー、庁舎等 ． 
経済弗発計画実施設計等 1 0 0. 0 0 0 150,000 各種開発計画の実施設計伐、施行管理骰

委託丑 （海外技術協力事業団 ）
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ス
ー． 

な
ど
で
計
一

0
回
の
公
開
ゼ
ミ
ナ

ー

ル
を
開
催
し
た
。

を
用
い
て
統
計
デ

ー
ク
の
処
理

、

2

わ
が
固
に
お
け
る

の
で
あ
る
。

と
も
に

ア

ジ

ア

経

済

研

究

所

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
は

、

三
五
年
七
月
陀

さ
れ
た
機
関
で
あ
る
。

ァ
ッ
フ
さ
れ
、
開
発
途
上
国
の
経
済
発
展
や
政
治
的
安
定
が
世
界
的
課
遜
匠
な

つ
て
い
る
。

こ
れ
ら
発
展
途
上
諸
国
の

経
済
お
よ

び
こ
れ

に
閲
す
る
諸
事
情
の

こ
の
研

究
所
は
四
三
年
度
妬
は
新

七
カ
年
計
画
の
大
網
を
定
め
た

。

各
事
業
活
動
に
お
け
る
従
来
の
努
力
を
継
続
発
展
さ
せ

、

「
発
展
途
上
地
域
研
究
セ
ン
ク

ー
」

本
研
究
所
の
お
も
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

す
る
合
同
研
究
会
を
組
織
し

、

問
題
な
ど

、

刊
）
を
始
め

． 

1

の
結
果
を
「

ア
ジ
ア
の
幽
向
」

こ

の
十
年
間
に

、
わ
が
国
の
経
済
は
大
き
な
成
長
を
遂

た
ら
し
め
る
こ
と
を
志
向
す
る
も

経
済
悌
発

、
発
展
途
上
諸
国
に
関
す
る
諸

調
査
研
究
を
実
施
し
て
い
る

。

こ
の
研
究

所
を
名
実

「
発
展
途
上
地
城
資
料
セ
ン
ク
ー
」

ら
の
地
域
の

詢
査
研
究
に
資
料
の
提
供
を
し
て
い
る

。

広
報
出
版
事
業
に
関
し
て
は

、

（
約
十
点
）
、
「
調
査
研
究
報
告
双
書
」
、

「
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
蔵
書
目
録
」

ア
経
済
査
料
月
報
」
、

o
mi
 e

s

'{

季
刊
）

情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

「
ア
ジ
ア
動
向
年
報
」
、

な
ど
の
出
版
物
を
刊
行
す
る
と
と
も
忙

、

「
ア
ジ
ア

開
発
の
メ
カ
ー
ー
ズ
ム

」

け
た
が

、
世
界
に
眼
を
む
け
る
と

、

と

9̂
T
h
e
 
屈
v
e
l
op
i

n
g
E
c
o
n
-

（
年
刊
）

、

と
し
て
、

東
京

、
大
阪

「
ア
ジ （

月

ま
た
電
子
計
算
檄

「
ア
ジ
ア
を
見
る
眼
シ
リ
ー
ズ
」

こ
れ

「
ア
ジ
ア
の
工
業
化
」
を
主
題
と

訓
査
研
究
が
こ
の
研
究
所
の
お
も
な
菜
務
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る

「
南
北
問
坦
」
が
ク
ロ
ー
ズ
。

「
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
法
」
に
基
づ
い
て

、
特
殊
法
人
に
改
組

昭
和
三
三
年
十
二
月
に
財
団
法
人
と
し
て
発
足
し
、

． 
こ
れ

は

-2 6-



4. 

鼈
話

二
五
八
名
、
う

ち

在

各
地
に
派
逍
さ
れ
て

け
て
い
る

。

東
京
都
新
宿
区
市

ケ
谷
本
村
町
四
二

所

在

（
三
五
三

． 
四
二
三
一

間
現
地
調
査

vC
で
か

名
の
調
査
負
が
短
期

い
る
ほ
か
、
約
四
〇

外
取
兵
は
二
六
名
で

、

が
あ
る
。
職
此
数
は

民
間
か
ら
の
賀
助
金

一
五
万
円
で
ほ
か
に

ら
の
助
成
が
八
億

予
算
額
は

、
政
府
か

昭
和
四
四
年
度
の

昭和 4 5年度計上予算 単位千円 （通商産業省）

事 項 4 4年度予算額 4 5年度予算額

アジア経済研究所の事業運営 9 0 0. 1 5 0 9 1 3, 5 9 1 

(1) アジア経済研究所事業骰補助金 8 0 3, 1 5 0 913,591 

(2) アジア経済研究所出資金 97,000 ． 
-:::27-



力
を
実
施
し
て
き
た
。

四

0
0
万
円
余
で
あ
る
が

、
投
融
汽
承
諾
額
は
同
時
期
妬
お
い
て
一
四
一
三
椋

円
に
達
し
て
い
る
。

こ

の
海
外
経
済
協
力
基
金
は

、
開
発
途
上
国
の
開
発
事
業
な
ど
に
対
し

、
資

さ
て

、

れ
た
。

と
な
り
、
海
外
経
済
協
力
基
金
と
こ
れ
ら
政
府
と
の
閲
匠
借
款
契
約
が
締
結
さ

ク
イ

、

そ
の
資
金
額
は
一
九
六
九
年
八
月
末
現
在
四
八
四
億
四

こ
の
海
外
経
済
協
力
碁
金
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
お
よ
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
各
国
匠
借
款
を
供
与
す
る
こ
と

国
交
正
常
化
匠
と
も
な
う
経
済
協
力
の
二
塚
と

し

て
、

本
邦
企
菜
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
た
。

供
与
す
る
一
般
取
き
め
を
締
結
し
た
の
を
始
め
と
し
て

、

一
九
六
五
年

、

設
立
か
ら

一
九
六
四
年
ま
で
は
投
融
費
の
相
手
は

、

の

一
分
野
と
し
て
海
外
経
済
協
力
基
金
の
業
務
陀
加
え
ら
れ
て
い
る
。

で
必
要
な
は
あ
い
が
也
る
。

よ
つ
て
経
済
の
安
定
を
函
る
こ
と
か

、

海

外
経
済
協
力
基
金

を
援
助
し
ょ
う
と
す
る
資
本
協
力
を
う
け
も
つ
て
い
る
。

す
る
協
力
で
あ
る
。

ど
妬
よ
り
混
乱
か
生
じ
た
ば
あ
い

、
査
本
財
と
か
消
残
財
を
供
給
す
る
こ
と
に

こ

の
た
め
に

、

海
外
経
済
協
力
基
金
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は

、
具
体
的
な
開
発
事
業
匠
対

木
材

、
盗
水
産
物
な
ど
の
資
源
の
痴
発

、

た
。
こ
れ
は
開
発
途
上
国
の
ダ
ム
。
通
信
網
。
道
路
な
ど
の
建
設
、
鉱
産
物

、

特
殊
法
人
海
外
経
済
協
力
甚
金
は
一
九
六

一
年

． 

七
二

0
憶
円
の
借
款
を

そ
の
後

、
中
華
民
国

、

国
の
財
政
資
金
を
迎
用
し
て
経
済
枇

韓
国
政
府
に
対
し

、
日
翰

曲
発
事
業
を
実
施
す
る

い
わ
ゆ
る
商
品
援
助
が
経
済
協
力

そ
の
国
の
経
済
院
発
を
推
進
さ
せ
る
上

ま
た

、
梯
発
途
上
国
に
お
い
て

、
発
生
し
た
イ
ン
フ
レ
な

工
業
化
の
推
進
な
ど
、

産
業
の
育
成

（
昭
和
三
六
年
）
設
立
さ
れ

． 
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所
在
地

思
わ
れ

、

2
 

ー

電
話

資
金
を
供
給
す
る

根
関

で
あ
る
の
で

、

対
象
地
域
は

、

だ
し

、

事
業

、
先
進
国
の
属
領
な
ど
も
含
む
。

対
象
事
業
は

、

外
経
済
協
力
基
金
法

、

と
考
え

ら
れ
る
。

汽
源
の
院
発
、

ま
た
は
そ
の
準
伽
加
査

、

融
ペ

ー

ス
匠
の
り
に
く
い
。

な
い
し
は
試
験
的
な
実
施
事
業
。

海
外
経
済
協
力
基
金
の
特
色
と
し
て
は

、

し
た
が
つ

て、

こ

の
よ
う
な
長
期
。
低
利
の
氏
金

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
ニ

ー
一

l
-（

五

0

-

)

二

―
五
六

飯
野
ビ
ル
七
階

こ

の
浣
外
経
渋
協
力
基
金
の
は
た
す
役
割
も
さ
ら
に
韮
く
な
る
も
の

今
後

、
わ
が
国
に
対
す
る
経
済
協
力
の
要
請
は
ま
す
ま
す
増
大
す
る
も
の
と

を
貸
し
付
け

、

事
業
は

、
査
金
の
回
収
が
長
期
に
わ
た
る
等
の
た
め

、

外
経
済
協
力
政
策
に
即
応

し
て

業
務
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

辟
発
途
上
国
に
た
い
し
経
済
安
定
の
た
め
の
商
品
援
助
を
行
な
う
こ
と
。

の
枷
発
に
必
要

、

す
る
に
け
次
の
よ
う
な
条
件
を
必
要
と
す
る
。

． 
ま
た
は
出
資
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
般
の
金
融
機
関
の
金

ま
た
脚
発

お
よ
び
関
係
法
令
の
規
定
に
準
拠
し

、
か
つ
政
府
の
海

政
府
楔
関
で
あ
る
立
椒
か
ら

、
海

か
つ
わ
か
国
と
の
経
済
交
流
を
促
進
す
る
よ
う
な
飴
発

工
業
化
の
推
進
な
ど
対
象
地
域
の
経
済

ア
ジ
ア

c

ア
フ
リ
カ

n

中
南
米
等
の
開
発
途
上
国

、
た

こ
こ
か
ら

資
金
の

供
給
を
受
け
ょ
う
と

． 
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昭和 4 5年度計上予算 （経済企画庁）

単位千円

事 項 4 4年度予算額 4 5年度予算額 備 考

海外経済協力碁金 5 0. 0 0 0. 0 0 0 6 0. 0 0 0. 0 0 0 投融資規模（単位ォク円 ）

(1) 一般会計出資舎 2 2. 4 0 0. 0 0 0 2 9, 0 0 0. 0 0 0 4 4年度計画 5 7 0 

(2) 資金運用部借入金 2 7, 6 0 0, 0 0 0 3 1, 0 0 0 0 0 0 4 5年度計画 7 3 D 

直接借款 6 3 D 

一般案件 1 D D 

． 

4
 

ス

i

化

水

準

の

紹

介

、

宣

伝

、

対

日

認

催

、

な

ら

び

に

わ

が

国

工

業

、

文

2

外

国

調

査

会

社

匠

よ

る

商

品

別

ー 日
本
貿
易
振
輿
会

日

本

貿

易

振

興

会

と

い

う

よ

り

ジ

ェ

特

殊

法

人

と

し

て

設

立

さ

れ

た

も

の

で

な

業

務

を

行

な

っ

て

い

る

。

睛

調

査

鋲

）

(

J

E
T
R
o
)
 

（

そ

の

後

財

団

法

人

海

（

ニ

カ

所

は

委

に

あ

る

在

外

施

設

を

動
J
只

し

て

の

調

査

事

業

マ

ー

ケ

ッ

テ

イ

ン

グ

調

査

翰

出

秩

序

維

持

対

策

と

し

て

の

海

外

に

お

け

る

対

策

活

動

日

本

商

品

の

海

外

展

示

会

の

憐

海

外

六

七

カ

所

現

在

、

資

本

金

四

六

億

円

で

次

の

よ

う

昭

和

三

三

年

七

月

に

全

額

政

府

出

資

の

外

市

場

訓

査

会

外

貿

易

振

興

会

に

改

組

）

が

発

展

し

、

た

め

、

昭

和

二

六

年

妬

設

立

さ

れ

た

海

ジ

エ

ト

ロ

は

、

わ

が

国

の

貿

易

振

興

の

ト

ロ

と

い

う

方

が

通

り

が

早

い

。

こ
の

(
T
h
e
 
J

a
p
a
n
 
E
x
t
e
r
n
a
l
 

T
r
a
d
e
 
O
r
g
a
ni
z
a
t

i

o
n
)
 

． 
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業
者
の
積
極
的
な
支
援
と
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ジ
エ
ト
ロ
は
、

11. 10. Oし 8
 

人

所
在
地

ア
ド
パ
ス
の
提
供
な
ど
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
お
り

、
輸
出
閲
係

こ
れ
ら
の
諸
窮
業
を
通
じ
て

、

。
単
行
書
の
カ
ク
ロ
グ
を
発
行
し
て
い
る

。

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

、
月
刊

誌
な
ど
の
発
行
。

雷

わ
が
国
の
莱
界
に
有
効
か
つ

そ
の
他
、
印
刷
資
料
の
配
布

識
、
相
互
理
解
を
深
め
る
活
励

海
外
貿
易
事
情
の
国
内
普
及

情
報
の
収
梨
、
整
理
、
閲
覧
。

こ
こ
で
得
ら
れ
る
情
報
は
、
海
外
で
発
行

さ
れ
る
一
般
。
経
済
専
門
の
新
聞
、
雑
誌
や
ジ
エ
ト
ロ
海
外
駐
＃
i
負
か
ら

流
外
の
市
為
動
向
な
ど

を
迅
速
匠
報
道
す
る
日
刊
組

、

海
外
の
有
力
者
招

へ
い

発
展
途
上
国
産
品
の
輸
入
促
進
対
策
活
動

や
、
中
国
の
経
済
貿
易
事
情
を

貿
易
研
究
月
報
」

の
海
外
情
報
の
提
供
も
し
て
い
る
。

適
切
な
情
報

、
東
京
都
港
区
赤
坂
葵
町
二

「
日
中

「
狡
料
と
情
報
」
を
発
行
し

、
備

付
資
料

、
新
着
資
料
の
公
報
お
よ
び
解
恙
を
行
な
い
、

最
新
の
貿
易
統
計
数
字
を
検
索
す
る
こ
と
も
で
き
る

。

ま
た
統
計
。
雑
誌

「
中
国
経
済
研
究
月
報
」
お
よ
び

に
と
り
ま
と
め
て
公
表
し
て
お
り

、
煤
水
産
物

、

（
五
八
二
）
五
五
―
―

一
方

、
統
計
に
つ
い
て
は
、
米
国
か
ら
磁
気
テ
ー
プ
を
賑
入
し
て
お
り

、

を
中
心
と
し
て
情
報
を
取
材
し
て
い
る

。

の
調
査
報
告
な
ど
貿
易
上
必
要
な
企
業

、
産
業

、
法
制
、

月
刊
誌
、

雑
貨

P

R

 

国
際
経
済
な
ど

7
貿
易
登
料
セ
ン
ク
ー
に
よ
る
外
固
の
経
済
、
貿
易
等
に
関
す
る
賢
料
、

5

輸
出
品
の
デ
ザ
イ
ン
改
善

． 

． 
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東南アジア関係団体名薄（順不同） （昭和 45年 3月現在）

団体名 住 所 駕話番号 I代表者情祐局担華い連絡者 事 業

千代田区丸の内 3丁目 4番地
8本マレイシア協会I

疇 l際ピル

財団法人 千代田区丸の内 2- 1 8 

フィリビン協会岸本ヒ＇）レ

財団法人 中央区 日本椋室町2-1

日本クイ協会 三井 2号館60 8 

日本 ピルマ 協会1港区元赤坂4丁目 7- 3 

財団法人 中央区八餌洲2-5 

日印 協会（ 千代田ビ）レ 5階）

社団法人 泄送赤坂八丁目 10番32号

ベトナム 柏会 アジア会館内

財団法人
中［メ日本栢小網町 2の 14 

インドネシア協会

社団法人 千代田区大手町 1丁目 5の7

日本カス料ジア協会経団連会館

目黒区大岡山 2
日本ヤ←花文化協会

東京工大川喜田研究室気付

千代田区平河町2丁目 7
日本セイロン協会I

砂防会館

21←3545 

21た7746

24←2838 

58ざ 7861

?7←6574 

40た6111

6 61-2956 

279-1411 

内線33 3 

726ー1111

内線46 0 

26ふ-4062. 

日本ラオス協会 1廿田谷区野沢町 5の 14の1o I 421---9897 

会長 理事長 小出武夫マレイシア諸事代；助壺、研究、 紹介、斡旋

肯木 一男小比武夫位城鉄子 「週刊マレイシア経済情報」発行

会長 事務局長 日比間の文化、経済の交流、
同

永野護目焦 廉 提携「会報」発行

会長 クイ国諸事情諒査研究、紹介斡旋
大賀 洋奥村鉄男

佐藤喜一郎 「クイ国性報」その他の刊行

会長 専務喪渭i 主事 ピルマ詔事情調査、研究、紹介斡旋

沢田廉三廿1上辰雄蔽貝 稔日紬親善月刊「ビルマ惰幸じ」発行
麟 専務理事 日印間の紅孫貿易梃係資料惰幸けの蒐集と

安沢二朗提供「インド ．ニユース」（月刊）
一万田尚登 三角佐一郎 ［インド情報」 （不定期） の発行

会長 専務理事 民生安定匠寄与する援助眉文化交流、諸串

一万田尚登哀山 寛二 t府の調査研究広報

会長 常務理事 インドネシア諾事情調査、研究、紹介斡
旋「インドネシア通信」週 2回「月刊イン
ドネシア」等発行
カンポジア詔怜科の収集、紹介経済、

技術協力「カンポジア」 季刊の発行

窓夫I
オパー）頃紅迂料の収集、紹介「会報」年4回

ネベ乱＜ヒラヤマ探検記録発行

セイロン諸賓料の収第、紹介「日本セイロ

鹿島守之]¥;斎亜 正雄

会長 常任理事

棺村甲午郎千1ぜ鉄也
会長 専務理市

日混信六郎、／il喜田二郎
I松沢

会長 1理靡長 I深沢
野田卯一探原 正

会長

月「府節強
I門脇

-32-

実 届！

宏，
ン協会会報j月刊其の他発行

日本ラオス友好親善 月例諜演会

． 

． 
「会報」随時発行



団 体 名 住 所 電話番号 代表者 事初み呻 述絡者 出 業
ド --—--—·, ← 

中央区日本材．弐編町 1の 12 会長
バキスクン諸査れの収炭、紹介

日本ペキスクン協会
鑓合茅均町ヒ‘Jレ 堀江が雄

． 
財団法人

港区赤坂8丁f:l1 o-3 2 
理事長 沙外部長

后I ア・；；ァ話国位術研修者に女．］する1街白施没402-6111 
岩田喜雄 小深田貞雄アジ ア会館 の位供其の他の公益’J1追

日本ナウ、ル協会 寧赤坂8丁目 10-3 2 4 0 2-6 111 
会長

杉田芳郎
小探田貞雄 同

財団注人オイスカ・ 会長 事務局長
イントベ フィリビンなどへ民間人を旅遣

新宿区余丁町 10 5 - 1 3 59-8555 友池正裟 しての乱染讐協力および日本へ招いて
インクーナシ写りレ 中野与之耽 中野正志 研修、月刊 オイスカ」発行

日印経済詔力訥査
輝区市ケ谷本村町39 委伍長 事務局長 インドた本部があり、希｀済郵向教育問

委 凶 会
第5ミナミ ヒ・,'レ 260-2'270 

中山伊知郎 大形孝乎
今）/I 胆子 岨等死ついての rl料交換、 3カ月V(1回

アジア危代斉研究所 分室 「イント秤裕季報」発行

． 
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胎和 4 5年 度対外経済協 力関係予算抜粋

（単粒千円） ． 
事 項 」竺□こ竺竺し イ翡 -------- -―考

I 
3 6 6 3 1 

（総理府）

〇対外経粗協力審議会に必要 な経骰

（経済企画庁）

〇海外杞済協力基金

（外務省）

〇海外技術招力事業実施経序

アジアの地城的医療協力

海外炭業供発財団補助金

0技術協力事業団

〇束南アジア紆済併発促進センクー調査伐

3. 7 3 2 

s o, o o o. o o o I 6 o. o o o. o o o （海外経済協力基金の記事参照）
l - l - I ---

0経済伽発特別援助に必要な経費

2

2

 

5

5

 

7

7

 

9

9

 

6

6

 

6,813,811 

546,000 

1 9, 09 8 

1 7. 85 0 

1,500 

8,002.51 9 

2.0 D 0 

7 0 0, 00 0 

医療協力匠扱し、ア 、ジア諸国との述峡等陀要する経度

（海外技術協力事業団の記i柘参照）

東南アジア 祐匡Iとわが［国との間の貿易投狩

傾光の促進を図るためのセンクー設立の準備伐

ヴイエンチ ャン空港拡張経11＼ チヨーライ病院改築援助腔

カンポジア陀対する 自動耳輸送船匠対する援助f:•

ヴイエンチ ャンークゴン間配霜線援助1}

． 
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m 項
| -----
〇経済院発甘埴実施設計等委託性

Ol国際会議参加役

4 4年度予算直上し乞年度予箕叙 備------L―-- ----- -
1 0 0. OD D 

29,220 

（大蔵省）

0特殊対外伯務等処理1そ

.,•佑等特殊伍務処刑叫別会計へ経入

ピルマ紆済技術沼力伍

韓国経済協力i

マレーシア経済協力公

シンガボー）レ粒済協力！」

太平洋蛯島信託統治地城経済協力少

2

0

0

0

1

1

 

2

0

0

2

0

0

 

5

8

0

7

0

0

 

.

.

.

.
 

4

&

2

5

0

0

 

3

0

1

5

8

8

 

4

1

2

1

9

9

 

．

．
 

Qハ

4

4

?

2

1
 

―| 

考

1 so. o oo I各種開発計画の実施設計氏

施行管理位（海外技術協力事業団）

61.095 I(]) 国内悔個（ 26,016)

(2) 固外枷催（ 35. 0 7 9) 

DAO上級会認

第2回朱南ア 、ジア戯夢脚発会話

第2回束南ア ジア農毀切発会議作業部会

朱南アジア医療協力会酪

束拘アジア 局発閣伯会酪合同作菜委i-1•会

求依3カ国合伺委伍会

2 7,0 2 5. 7 2 2 

11.1 OD.ODO I 4 5年度はフィリピン等賠伯

4.2 1 2. 0 0 0 

9,153.720 

9 8 0. 00 1 

9 80.00 1 

600,000 

協定vc基づく無償経済協力 (12年間 ）第 7年次

" (1 0年間）第5年次

// 

‘’ 

// 

(4銅蜀）第 3年;,.・

(3年伯i)第3年次

(3年阻j)第 1年次

． 

． 
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平 項 4 4年度予箕窟i 4 5年度予算額 備 考

〇アジア開発銀行出白金 3,6 0 0, 00 0 3,600000 

0経済協力伊 6,4 0 3, 6 4 7 7. 4 2 2.9 6 7 

アジァ開発鈴行技術援助拠出金 7 2. 0 0 0 360.000 ． 
ラオス外国為巷作碁金拠出金 6 1 2. o o o I 720,000 

対外食租等特別援助伐 5. 1 48,897 I 5. 148,89 7 
プレクトノット青t両拐出金 210.750 547.750 

ナムグム。ダム伽発某金拠出金 3 6 o. o o o I 3 4 6,3 2 D 

ダニム・ダム修複援助此 3 0 0.0 0 0 

C)日本栢出入鈴行 2 4 5.5 o o. u o o 3 4 9, a o a. o a。1投畔鱈 （単位 ：f応円）
産業投否特別会針出資金 6 3. s o o. o o o I 7 6,0 0 0.0 U 0 

資金運用部併入金 2 8 2. 0 0 0. 0 0 0 上73.00D.ODD 
- 1 -•---------

（農林 省）

0国際協力等屯必要な経孜
31.5 8~ I 4 8. 9 3 0 

0洵外洪業閑発財団助成按 1 0.1 2 4 海外農業枷発財団の行なう専杓技術者確保事菜寺門技術者登

録市災、海外炭業怜報整仰事数冗ついて助成 ． 
〇熱帯製薬研究センターの運世陀必要I 46,298 9 1, 6 0 4 組織体制の整佑強化（新規定．員は未定）

な経牧

-3 6-



事 項 4 4年度予算飴 4 5年度予算額 偏 考
---―一，ーー， 9 -

〇熱帯此染研究の推進vc要する経伐 111,039 1 28958 (1) 国内試駈研究戯査巖．`'f_i;,

(2) 海外研究、ら昭梵負派逍月屯唸

(3) 海外よ りの研究者招へい
． 

(4) 沖網支所経使

（通商鹿菜省）

〇発展途上匡I一次産品稔入促進lli業依 500,000 820.000 (1) 合理化施設の投岱

(2) 輪入否金の低利融釘

〇両方試験造林凸補助金 2 2.6 3 6 発展途上国の造林試息クに対する補助金

（紆済協力閲係団体）

0アジア経済砧究所の和菜迎営 900.150 9 13, 59 1 （アジア紆裕研究所の記事参照）

アジア紆済研究所事業骰補助金 80.3.150 913.591 

アジア紆済勒究所且！行金 9 7. ll O 0 

〇一次秤品買付促進駁補助金 6 4.1 7 D 39.0 31 買付しよう｝する｝：：：界団体陀対する補助金

〇一次産品問踪処理交頃足人、 26,575 2 0 4 6 0 訊査団派遣化会議杖等

〇海外投竹実態説査巾染依 9,089 油外投汗匠防する政策立案のためのケース。 スクデイの ． 
委託が・

0海外コンサルティング活動振興どh業補助金 58.77 2 7 2.5 7 3 即密団の派逍等(i1サ外コンサルテイング 協会）

〇海外院発計画説査委託伐 118,350 138,187 誂査団の派迅等
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事

〇洵外投ft等謁査iヤ補助金

0洵外技術者受入研佗事業伐

〇洵外技術指導事茂伐補助金

C)海外中小企業技術協力五補助依

0中小企菜洵外投西等あつせん事業委託炊

項 4 4年度予勾額 145年度予算額 伽 考

〇企fi凸鉱牧鉱促進月t業団

泊源即発協力基礎晶査

泊源開発基礎調否

探鉱融tT

枷発依務保証

0石油閲発公団

(:iL 祐省）

〇油外鉄珀技術t召力1!);_i係経1セ

〇マヲ ッカ海峡の航路拍価に必要な紆快

〇東「有ア、ジア終箔茄発促進センクー調否致

6 0. 0 0 0 

624,051 

1 7, 70 3 
I 

33,055 

39,822 

22 0,6 9 D 

5.53 6 

60,520 1染界団体の現地調査1

6 s s,9 7 9 I研修生受入れ、研倍生滞在外研修指導．且

2 0.3 2 9 

3 3.2 4 D 

39.480 

1 76,184 

2 0 0. D O O I 4 0 0. OD 0 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

．
 

0

0

 

0

0

 

7

5

 ．
 

5
 

ー

0

0

 

0

0

 

0

0

 

．

．
 

0

0

 

n

3

0

 

5

5

 
0
ハ

専門家派遣等（シオス比会）

海外の中小企業vc対する指導（プラント 協会）

日木の中小企業の海外投告のための現地のあつせん（日本商
工会話所等）

341.746 I↑五報収染．駐右且抽兜構造訥祁

5.536 1 アジア幹線鉄迅網計画予備調査等エカフエヘの砧究協力

1. 4 7 8 

9 6 1 Iセン ター設立のための説紐（観光即発）

． 

． 
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事 項 I 4 4年度予諏屈: 14 5年度予ね額 I 低 考

（労働省）

事業訓練II[函するもの

発展途上国tc対する寂業訓籾駅査団派述 7 9 1 1. 0 0 4 ． 
版業J,I粒大学校記易招力部 6,923 7,954 受入れ訓邸

専門家養成訓椋（海外派遣）

（建設省）

〇海外建設協力促進経伐 1. 31 5 1. 3 4 5 廷設業界の海外進出のための啓装指導枠報提供等

0廷設コンサJレクン トの海外活動の振興陀必 1. 86 0 1. 8 7 6 菜界団体の海外調査に対する補助金

要な経伐

〇海外建設市椒採拓甚礎調査に必要な経伐 3, 7 1 7 3, 7 5 1 現地調杢の委託（国際建設技術協会）

〇匡l除述設技術交流に必要な経5,i: 1.22 4 56 7 日米天然f［源枷発利用会~1. UECD への研究協力

（文部名）

〇アジア ．アフリカ前国への教育協力 29.8071 31, 2 7 6 理科教育 (19,960千円）

＆来教育 (7,775千円） ． 
教育オ栂う者招致 (3, 5 tl 1千円）

〇ユネスコ教育発展計画 1 5.2 3 7 1 9,533 

ユネスコ、アジア戯業教育砧修モーピJレ°| 4,261 8,593 

チーム 設仏罪
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事 項 4 4年度予算額 4 5年度予算額 備 考

〇ユネスコ 科学抄術発展計画・

国際大学院コ ース 2 o.s 5 7 2 0,9 3 6 化学、化学工業についての研修

（東京工業大学に関設） ． 
（厚生省）

〇束酌アジア詫固等医療協力枝 9,030 1 D. 2 4 5 

0日米医学協力i1,

日米医学協力研究事業委託伶 8 4.8 3 6 64,461 後進国匠おける伝染病等の予防を 目酌とした日米共同

研究

（法務省）

0国連犯罪防止アジア地域

研修協力致 5 1.0 8 0 56,424 人件費、研修旅伐、研修所逍営喪、謂師謝金学 ． 
-40-
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